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　地域の方の案内で、その地域の魅力や歴史、文化に親しむこと

を目的とした「第１回大屋の村むら探訪ツアー・歩こおおや（主

催／大屋地域局、おおや村役場の会）」が６月２１日に開催され、

参加者４５人が大屋町大杉と同蔵垣を訪れました。

　大杉では、同区在住の河邊操さんが、県の景観形成地区の指定

を受けている養蚕農家群の魅力を中心に説明。また、木彫展示館

や二宮神社に向かう途中には､各家の建築に関する工夫などにつ

いて説明されました。一方、蔵垣では、同区在住の田村重信さん

　
こ
の
た
び
、
八
鹿
町
国
木
出
身
の
前
田
紀
子
さ
ん（
　
歳
）が
、
国
際
協
力
機

２７

構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
６
月
　
日
に
梅
谷
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
養
父
市
出
身
の
青

１８

年
海
外
協
力
隊
員
は
、
前
田
さ
ん
で
７
人
目
で
す
。

　
前
田
さ
ん
は
、
八
鹿
高
校
を
卒
業
後
、
障
害
を
持
つ
人
の
機
能
回
復
を
図
る

理
学
療
法
士
を
目
指
し
て
専
門
学
校
に
入
学
。
同
校
を
卒
業
後
、
高
知
県
の
病

院
で
約
５
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
の
時
に
見
た
テ
レ
ビ
の
番
組

が
き
っ
か
け
で
、
途
上
国
の
人
を
助
け

た
い
と
思
い
、
協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
６
月
　
日
に
現
地
に
出
発
し
、
パ
キ

２３

ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
国
立
病

院
で
２
年
間
勤
務
さ
れ
る
前
田
さ
ん
は
、

「
現
地
と
方
と
生
活
を
共
に
し
て
、
障

害
の
あ
る
方
の
生
活
を
助
け
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

養
父
市
出
身
の
前
田
紀
子
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
へ

探訪ツアーで地域の魅力を再発見

　
大
屋
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
し
て
い
る
芸
術
家
　
人
に
よ
る
合
同
作
品

１０

展
「
う
ち
げ
え
の
ア
ー
ト
お
お
や
」
が
、
６
月
　
日
か
ら
７
月
６
日
に
か

２８

け
て
、
大
屋
町
大
杉
の
ふ
る
さ
と
交
流
の
家
「
い
ろ
り
」
な
ど
３
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
作
品
展
で
の
交
流
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
　
回
目
と
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
、
木
彫

１３

や
書
、
陶
芸
、
絵
画
な
ど
の
作
品
約
４
０
０
点
を
展
示
。
来
場
者
は
、
古

大
屋
で
活
動
す
る
芸
術
家
が
作
品
展
開
催

民
家
の
素
朴
な
雰
囲
気
と

調
和
し
た
作
品
を
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

　
出
品
者
の
一
人
で
あ
る

吉
井
直
行
さ
ん
は
「
３
会

場
で
展
示
す
る
こ
と
で
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
が

で
き
、
空
間
と
調
和
し
た

配
置
が
で
き
ま
し
た
。
大

杉
区
を
は
じ
め
地
域
の
支

え
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

から、蔵垣１号古墳や上垣守国養蚕記念館などについて説明を受けました。同記念館では、飼育中の蚕に

触れたり桑の実を食べるなど、貴重な体験をしました。

　参加者からは、「近くに住んでいても知らない場所があり、とても新鮮でした｣といった感想が寄せられ

ました。

市長を表敬訪問した前田さん

蚕を見学する参加者

▼
吉
井
さ
ん
（
奥
）
か
ら
作
品
の
説
明
を
受
け
る
来
場
者


